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 要 旨 

目的： 

妊婦のアルコール暴露は早産を招き、早産児の死亡率を高めるという仮説を検証した。  

方法： 

2009-2013年に米国アトランタの市中病院と大学病院で登録された 1,500g以下の極低出

生体重児 129人を対象とした（内 14名は双子）。同意取得率は 52%。妊娠中の飲酒と量

が、新生児における遅い発症の敗血症（LOS）、呼吸器官の形成障害(BPD)、死亡、死亡

率等に与える影響を検討した。 

結果： 

母親の年齢の中央値は 25.5歳、85%が黒人で、多くが未婚だった。34％が妊娠初期に飲

酒を伴った曝露群で、その内 15%は週 7 杯以上の多量飲酒者、85%が 7 杯未満の軽度飲

酒者だった。妊娠時の年齢、非合法ドラッグ使用、喫煙、在胎週数を調整したところ、

被爆露群に比較して曝露群では BPD または死亡の OR4.06 (95%CI（以下同様）

1.12-13.50) p=0.022、死亡率の OR4.36（1.50-12.63）p=0.007と上昇を認めた。被曝露

群に比較し軽度飲酒群では BPD の OR3.57(1.03-12.33)p=0.044、死亡の OR3.81 

(1.28-11.37) p=0.017 と上昇しており、多量飲酒群では LOS の OR13.91 (1.12-173.04) 

p=0.041、BPD または死亡の OR28.13 (1.32-600.37) p=0.033、死亡率の OR35.7 

(2.17-586.78) p=0.012と有意に上昇した。 

結論： 

妊娠初期の飲酒は新生児早産と関連しており、新生児の死亡率を有意に上昇させた。 

 

 


